
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

  
政治家の決断が守った 

ＰＫＯでの自衛隊員の命 

今、国会議員で戦争を体験した人はほとん

どいません。しかし大野元裕参議院議員はイ

ラクの首都バクダットで戦争を経験してい

ます。大野さんの友人のイラク人女性が、お

父さんを自宅前で殺されてしまった時のこ

と、「普通なら自宅から飛び出して路上に横

たわっているお父さんの遺体にすがりつく

はずですが、実際には遠巻きにお父さんの遺

体を見る事しかできませんでした。なぜなら

お父さんの遺体に爆弾が仕掛けられている

恐れがあったからです。すがりついたら一緒

に爆破されてしまうかもしれません。戦争と

はこのように悲惨な事態です」と大野議員は

語ります。戦争の体験があることに加えて、

外交安保、中東問題、テロ問題の専門家でも

あります。だからこそ、２０１２年に日本の

ＰＫＯ部隊をゴラン高原から撤収させると

いう判断もできたのでした。もし撤収させな

かったら、オーストリアの部隊と同様に銃撃

されて日本人の犠牲者が出た恐れがありま

した。大野議員の判断で、日本のＰＫＯ部隊

は間一髪で助かったのでした。自衛隊のＰＫ

Ｏ（平和維持活動）について考える貴重な経

験と思い、今回、大野議員にインタビューを

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大野元裕参議院議員に聞いた 

“ゴラン高原での自衛隊のＰＫＯ” 

 

──イスラエルとシリアの間のゴラン高原

の場合、危険地域ではないとされていました

ね。 

大野：ＰＫＯにおいてもゴラン高原は世界

で一番安全だといわれていました。１９９６

年から１８年にわたって合計３４の自衛隊

の部隊が派遣されたのです。ところが、２０

１０年暮れから中東や北アフリカで始まっ

た「アラブの春」（大規模な反政府デモを中

心とした騒乱）の煽りを受けて２０１１年か

らシリアの政情も不安定になってきました。

それで２０１２年の後半にはゴラン高原で

もＩＥＤ（簡易手製爆弾）などが仕掛けられ

るようになってきたのでした。私はもともと

中東の専門家であり、シリアにも住んだ経験

があるので、シリア情勢は絶対に良くならな

いと確信したのです。 

しかも当時、私は防衛大臣政務官兼内閣府

大臣政務官で、内閣府ではＰＫＯ担当でした。

ゴラン高原にいた自衛隊の部隊は６０人ほ

どでしたが、そこの隊長からテレビ電話を通

じて現地の状況を訊くことにしました。隊長

は４０歳くらいだったでしょうか。テロリス 
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家 族 を 守 る 

力 に な り た い 

 

 先日、地元の障がい者就労支援施設を訪問しました。
指導される方も熱心で、皆さん、明るく、委託され
た軽作業に従事しています。一番の心配は、ご両親
が高齢化して、子供たちの世話ができなくなること
です。一生涯にわたり、一人ひとりに居場所と出番
がある社会を築き上げることが政治の使命です。 

 

衆議院議員 

 

 

 

大島あつし 

 

 
 



トが難民を装っていたとか、ゴラン高原から

テロリストの撃ったロケット弾が、イスラエ

ル側に落ちたなどという話もあり、やはり、

不安を感じているのがわかりました。３週間

くらい頻繁にテレビ電話で会話したのです

が、平静さを保ちながらも、事態が逼迫して

きたことがひしひしと伝わって来ました。 

──それで大野さんも現地に行くことにな

ったわけですね。 

大野：すでに１２月になっていたのですが、

あのときは、通訳の費用を切り詰められてし

まったため、現地では私自身がアラビア語や

英語をしゃべる羽目になりました。また、シ

リアに着いた朝、ゴラン高原の入口で銃撃戦

があったとのこと、そこでゴラン高原行きの

中止を求められたものの、時間を無駄にでき

ないので押し切ってゴラン高原に入ったの

です。ゴラン高原の自衛隊も含めたＰＫＯ部

隊の司令官はインド人でした。しかし、この

司令官にすべてを委ねる判断はできません

でした。私は政治家として、日本の部隊の安

全を危惧して撤収すべきと判断したのでし

た。 

──部隊を撤収させることへの各府省の対

応は、すんなりいったのですか。 

大野：ゴラン高原からの部隊の撤収はまず

防衛大臣に進言しました。防衛大臣の同意は

得たものの、当時のゴラン高原への自衛隊派

遣には、内閣府、外務省、防衛省の３つが関

っていました。防衛省と内閣府は問題なかっ

たのですが、外務省は最も積極的にＰＫＯを

推進していましたから、外務省を説得しなけ

ればなりません。それで私が外務大臣に対し

て膝詰め談判し、最後は外務大臣から「総理

が撤収を認めるなら外務省も従う」という言

質をもらうことができたのです。 

 その直後、すぐにゴラン高原の部隊には

「以後、基地の外に出るな」という指示を出

しました。実はこのときにはオーストリアの

部隊が日本の輸送部隊と一緒にシリアの首

都であるダマスカスへ行くという要請があ

ったのですが、この要請も断ってもらいまし

た。このオーストリアの部隊が単独でダマス

カスに行ったところ、途中で兵士２人が撃た

れてしまい、１人死亡、１人重体という悲惨

な結果になったのです。オーストリアの部隊

には申し訳ありませんが、日本の立場からい

うと日本の部隊の撤収は本当にぎりぎりの

タイミングでした。 

 この後の１２月２１日に総理の承認をも

らって防衛大臣が正式にゴラン高原からの

撤収を部隊に命じました。部隊の全員の撤収

が完了したのが翌２０１３年１月１５日で

す。 

──まさに間一髪でしたね。一緒に行ったら

オーストリアの部隊の代わりに日本の部隊

が被害に遭っていたかもしれません。 

大野：オーストリアの部隊もそれで死者が

出てしまったので、国内の世論が沸騰して日

本の３ヵ月ほど後に撤退を決めました。 

──ゴラン高原のようにいくら安全とされ

ている地域であれ、状況は突然ガラッと変わ

ることがあるのですね。 

大野：特に中東のような不安定な地域では

現地にいて変化を把握するのはなかなか難

しいといえます。 

また、自衛隊の皆さんは、日々、厳しい訓

練を行い、与えられた任務については、最後

まで完徹することを決意しています。国際貢

献についても、高く評価されています。しか

しながら、今回は、私たちが政治の責任にお

いて撤収をすべきかどうかを判断する必要

がありました。ゴラン高原からの撤収は、政

治の責任で判断して決めたという点で成功

だったと思います。それに総理や大臣を動か

せるのはやはり政治家だけなのです。 


